
令和８年５月７日 

台東区立駒形中学校 

第１回 TAITO フューチャースクール検討委員会資料 

TAITO フューチャースクールに向けた本校の取組～効果的な ICT 活用を目指して～ 

１ 主体的に学習に取り組む態度の育成 

インフルエンザによる学年閉鎖となったため、オンライン授業の配信、Kahoot!等の ICT ツール

を活用して学びを継続させました。生徒は自宅で状況に応じた柔軟な自己調整を行いました。授業

で学習した内容のクイズに正解しようと、主体的に学習に取り組んでいました。今後はホットステ

ーションでも活用できるよう計画しています。 

 

２ 個別最適な学びの充実 

生徒が授業目標の達成に向け、協働か個別かを自ら選択。オープンスペース等の多様な場所を活

用し、自身の学習スタイルに合わせて主体的に取り組みました。個別最適な学びの具現化により、

学習への没入感と納得感が高まる姿が見られています。 

 

 

 

 

 

 

 



３ 協働的な学びを支える ICT 

 都内巡りや鎌倉校外学習の事後学習にて、Google ドキュメントを活用。他者の記述をリアルタ

イムで参照することで、まとめ方に悩む生徒も表現のヒントを得て学びを深められました。ICT が

相互啓発を促し、協働的な学びを加速させています。 

 

 

４ 教師の役割の変容 

知識伝達型の授業から脱却し、生徒の探究を「見守り、価値付ける」伴走者へと役割を転換しま

ようとしています。教える時間や言葉を精選し、生徒が自ら調べ、判断する過程を机間指導や助言

で支えることで、個々の学びを深化させる指導体制へのシフトを図っています。今年度は生徒が他

の生徒の取組状況や、単元を通じて何を学習するのかを理解するスプレッドシートの活用を目指し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ その他の ICT 活用 

校外学習のしおり絵募集では、手書きイラストをデジタル化し、名前を伏せて公開。Google フ

ォームで生徒が投票するだけでなく、学年通信の QR コードから保護者の方々にも参加していただ

きました。ICT を活用することで、表紙をみんなでワクワクしながら作り上げる、一体感のある活

動になりました。 

 

 

６ 校務での ICT 利用 

朝礼の連絡事項をスプレッドシートで共有し、会議のレジュメもドキュメントで作成していま

す。情報のリアルタイム共有により、打ち合わせ時間の短縮とペーパーレス化を目指しています。

校務の効率化で生まれた余裕を、生徒と向き合う時間の確保につなげています。 

先生方が操作に慣れてきたところで、ドキュメントではタブを複製し、企画調整会議から職員会

議への議題の貼り付けをより簡易にできるようにしています。 

 

 

 

 

 

 



７ 今年度の研修計画（案） 

 内容 

４月 ・今年度の研修計画の共有 

・教員向け、GWS 操作研修 

（ログイン方法、クラスルーム作成、授業作成） 

５月 ・第１回 生徒意識調査アンケート 

・アンガーマネジメント研修 

講師：一般社団法人アンガーマネジメントジャパン 佐藤恵子様 

６月 ・第１回 研究授業【授業者 西川路 主幹教諭】 

 講師：田村 崇 統括指導主事 

・新端末操作研修 

７月 ・相互授業参観 

８月 ・校内研修会 

 講師：調整中 

９月 ・第２回 研究授業【授業者 来栖 主任教諭】 講師：調整中 

１０月 ・第２回 生徒意識調査アンケート 

・第３回 研究授業【授業者 佐藤 主任教諭】 講師：調整中 

１１月 ・生徒意識調査アンケート 集約 

１２月 ・研究収録 完成 

１月 ・校内研修会 

 講師：調整中 

２月 ・校内研修会 

 今年度の課題と反省のまとめ、次年度の立案 

３月 ・次年度の研究について 

 


